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	都営三田線「内幸町駅」A３出口　徒歩すぐ
	東京メトロ銀座線「虎ノ門駅」より徒歩6分

	JR「新橋駅」より霞が関ビル方向へ徒歩6分



	イクレイについて
	「イクレイ（ICLEI）－ 持続可能な都市と地域をめざす自治体協議会」は、持続可能な未来の実現に向けて先進的に取組む2,500以上の都市や地域からなる国際的なネットワークで、1990年に設立されました。
	以降、国内外の自治体の都市間の連携や協力を積極的に推進するとともに、世界各国の自治体の声を国連などの会合で発信する活動を行っています。
	イクレイ日本は、イクレイの日本事務所として、1993年開設、2004年有限責任中間法人として法人格を得たのち、2009年以降、一般社団法人イクレイ日本として活動。2023年10月に設立30周年を迎えました。


	イクレイ日本の主な事業活動
	QRコードを読み取って、「イクレイ日本活動報告書2025」をお読みください。
	会員自治体の主な要望
	ー企画作りの材料が欲しい
	ー地元の子供や若者に国際的な活動を　
	　提供したい
	ー自治体の取組に国際的な要素を加えたい
	ー自治体の取組を海外に発信したい
	ー海外の自治体の取組を知りたい
	ー国内外に政策への理解・賛同者を得たい
	など
	イクレイ日本
	国などの政策研究
	政府・政府関係機関のほか、民間企業、NGOやNPOなどとの意見交換を頻繁に行い、最新の情報を提供しています。

	UN-FCCCやUN-Habitatなどの国際機関との連携
	（世界の潮流）
	国際会議・イベントでの登壇の機会創出

	（アピールする場）
	国際会議の最新動向を提供し、会議への入場パスの提供、発表する機会や、関係者との個別面談の調整を行っています。また、COPでは自治体に関するパビリオンを関連団体と協働して出展し、自治体目線で海外に発信しています。
	世界各地の自治体

	（自治体の工夫）


